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＜４月の行事＞ 下校時刻は、前半が 5時間・後半が 6時間 

日 曜 行    事 下校時刻 給食 

1 金    

2 土    

3 日    

4 月    

5 火    

6 水    

7 木 着任式 始業式 入学式 11：30 × 

8 金 登下校事前指導 給食開始 14：00  ○ 

9 土 週休日  × 

10 日 週休日  × 

11 月 登下校指導 安全点検日 14：00 14：55 ○ 

12 火 登校指導 PTA役員会 ALT 14：00 14：55 ○ 

13 水 二計測・視力・聴力検査 14：00  ○ 

14 木  14：00 14：55 ○ 

15 金 １年生を迎える会 児童委員会 14：00 15：20 ○ 

16 土 参観日 全体懇談 PTA総会 学級懇談 10：20 × 

17 日 週休日    × 

18 月  14：00 14：55 ○ 

19 火 全国学力学習状況調査（６年） ALT 14：00 14：55 ○ 

20 水 全校集会  14：00  ○ 

21 木 児童会全体会議 図書館バス 14：00 14：55 ○ 

22 金 ALT 14：00 14：55 ○ 

23 土 週休日  × 

24 日 週休日  × 

25 月  14：00  ○ 

26 火 ALT 14：00 14：55 ○ 

27 水  14：00  ○ 

28 木  14：00 14：55 ○ 

29 金 祝日 昭和の日  × 

30 土 週休日  × 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業のお祝いに 
校長 渥 美 清 孝 

 本日、石井驍くんと在津咲幸さんが卒業生として力
強く和琴小学校を巣立っていきました。 
卒業おめでとうございます。和琴小学校で立派に学

んできた二人なら、きっと中学校に行っても元気に頑
張り、着実に自分の力を伸ばしていってくれるだろう
と期待しています。 
保護者の皆様におかれましては、この佳き日のお喜

びはいかほどかと推察いたします。お子さんが生まれ
た日から本日までの保護者の皆様のお子さんへの思い
や支え、そして、お子さんとの喜びや苦労を思うと胸
に熱いものがこみ上げてきます。 
心よりお祝い申し上げます。 
二人と和琴小学校で会えなくなってしまうのは、と

てもさみしく感じます。また一方で、中学校での新し
い生活を始めることを思うと嬉しくもあります。 
私の心の中には、このように相反するふたつの感情

が同時に存在しています。 
人間、誰しもそんなことがあるのだと思います。 
嬉しさと寂しさ。楽しさと辛さ。喜びと悲しみ。時

には、好意と悪意さえ自分の中に同時に存在させてし
まう存在が人間なのです。また、優しい行動をとった
かと思えば、突然意地悪な行動をとってしまうなど、
人間は一貫性のない行動をとってしまうこともよくあ
ります。ですから、１００％の悪人も存在しません
し、１００％の善人も存在しません。 
長所も短所も併せ持ち、時と場合によって長所が短

所に短所が長所になってしまう存在が人間なのです。 
つまり、人間は「多面体」なのです。 
人間は数多くの人との出会い、その出会いの中で成

長していきます。 
その時に是非、「人間は『多面体』である」という

ことを心に留めて置いて欲しいのです。 
私たちが出会う誰もが、自分には見えていない未知

の一面をもっています。長所もあれば短所もあるので
す。できれば出会ったその人の長所とつきあうように
して、短所を見つけても、一緒になって長所に変えて
いけるような関係性を築きたいものです。 
そのためには、見えていない未知の一面を慮り、相

手との違いを尊重する考え方で積極的に関わっていく
ことです。それが、思いやりなのです。 
相手の一面だけを見て決めつけてしまうような考え

方は、その対局にあります。現代社会は情報過多にな
っているにも関わらず、決めつけによるレッテル貼り
が多いように見受けられます。決めつけやレッテル貼
りは差別・偏見につながります。 
どうか、たくさんの人と思いやりの心でつながり、

幸せを手に入れてください。 
 
差別や偏見のない世界をつくっていくための教育の

役割を深く認識し、来年度も子どもたちのための学校
づくりを進めてまいります。 
今年一年、地域・保護者の皆様には大変お世話にな

りました。有難うございました。 

 

【お知らせ】  

この度の人事異動にともない、和琴小学校より２

名の先生方が異動されます。異動される方及び赴任

先は、次のとおりです。 

伊徳  淳 教頭 ：浜中町立霧多布小学校教頭 

成田 悠希 教諭 ：標茶町立虹別小学校教諭 

裏面に離任者から保護者の皆様や地域の方々に

ご挨拶がありますので、ご覧ください。 

なお、今年度も出発式は行いません。 

令和４年度の入学式も、新型コロナウイルス

感染拡大防止の観点から参加者を制限して行

わせていただきます。 

研修センター掃除を行います。 

○日時 ４月３日（日）10：30～11：30 

※詳しくは、自治会便りをご覧ください。 

 



 

 

 

 

＜参観日～KKT発表会～＞ 

 ３月４日（金）に今年度最後の参観日・保護者面談

がありました。低学年は教室で学級目標や１年間の成

長を振り返りました。中学年以上は毎年恒例の KKT

（総合的な学習の屈斜路かがやきタイム）の発表会で

す。４年生は今年度の総合で体験した農園活動から畑

の土について調べたこと、実際の農家さんに伺って教

えていただいたこと、乗馬体験や歩くスキー体験から

わき上がった疑問をそれぞれの家庭で調べたことな

どをタブレットでまとめ、発表しました。実際に見た

り、聞いたり、さわったりしたことからの探究活動に

なっていたことで、実感を伴った発表になりました。

高学年は昨年までに学んだことからさらに調べたい、

伝えたい、提案したいことについて探究し、まとめて

いました。提案したい内容についても、地元の摩周そ

ばを生かす、牛乳を生かす、ふるさと納税を生かすな

ど地域や弟子屈町に目を向けた内容になっていたこ

と、積み上げてきた学習をも

とに提案していることでか

なり説得力のある発表にな

りました。どの学年の発表も

参観された保護者からもと

てもよい内容だったと褒め

ていただきました。その後の

保護者面談では、児童一人一

人の今年度のがんばりや成

長を温かい雰囲気で話し合

うことができました。保護者

の皆様、お忙しい中での参

観、また面談への参加、大変

ありがとうございました。 

 

＜六年生を送る会＞ 

 ３月１６日（水）に六年生を送る会がありました。

１～５年生５名が六送会実行委員となり、６年生への

感謝の気持ちを伝えるためには、どんな出し物するの

かを、どんなプレゼントを渡すのか等たくさん考えて、

準備した会になりました。６年生も、在校生のために

準備し会を楽しいものにして

くれました。６年生と在校生の

お互いのありがとうの気持ち

がつまった心温まる会になり

ました。六送会が終わると次は

いよいよ卒業式です。卒業式・

修了式もお互いの卒業・進級を

心から祝える会にしていきま

す。 

 

＜離任者からのご挨拶＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
和琴小ホームページ http://163.44.3.160/app-def/S-102/washou/ 

 和琴小学校の取り組みや児童の活躍 

等を随時紹介していきます。ご一読の 

ほど、よろしくお願いいたします。 

 

和琴小学校に赴任して早くも３年がたとうとして

います。ここ屈斜路の美しい景色を見て、おいしい空

気を吸い、動物たちにも出会いながらの出勤は、毎日

のスタートを大変清々しいものにしてくれました。

学校では素直で明るくかわいい子どもたちとたくさ

ん学びました。PTA活動では、保護者の方々にたく

さん助けていただきました。自治会の方々にも色々

な場面で学校への協力をいただきました。本当にこ

のすばらしい環境の中で働けたことがありがたかっ

たです。次の学校でも、今ある環境を知り、環境に感

謝して子どもたちの健やかな成長のために頑張りま

す。３年間、本当にありがとうございました。 

 伊徳 淳 

5 年間の和琴小生活もついに卒業を迎えてしまい

ました。和琴小に来て、初めて担任した子達と一緒に

卒業というのは縁を感じてしまいます。 

縁もゆかりもなかった弟子屈町に赴任し、不安で

いっぱいだった私を温かく迎えてくれた、子どもた

ち・保護者の方々・地域の皆様には心から感謝申し上

げます。 

たった５年間、されど５年間。かけがえのない日々

を過ごさせていただきました。 

ここで経験させていただいたことを生かし、新天

地でも子どもたちや地域のために頑張ってきます。 

大変お世話になりました。     

成田 悠希 


